
令和２年度 館山二中教育＜グランドデザイン＞

【学校教育目標】 社会の変化に自ら対応し、心豊かでたくましい生徒の育成
～正しい判断力と実践力を持つ生徒を育てる～

①生きて働く確かな学力の向上 ②豊かな徳性と情操の涵養 ③自己開拓のための意志力の養成 ④逞しい心と身体の育成

＜目指す学校像＞ ＜目指す生徒像＞ ＜目指す授業像＞ ＜求める教師像＞ ＜願う家庭像＞
・創意あふれる活動を生み出す学校 ・基礎的・基本的な内容と問題解決力 ・本時の目標・まとめと学び方が ・常に主体的に研修に励み、自らを磨く教師 ・学校の話題を語り合い、 連携して子どもを育てる家庭
・充実した質の高い教育を実践する を身につける生徒 ＜賢く＞ 明確な授業 ・子どもの声に耳を傾け、コミュニケーションを大切にし
学校 ・思いやりのある心と素直な心を ・生徒の発想を生かし、魅力ある授業を創りだす教師 ながら、温かく見守り、成長を促すことができる家庭

・いじめ・不登校生徒のない学校 持つ生徒 ＜優しく＞ ・指導や支援の工夫がなされて ・基本的な生活習慣や善悪の判断、社会のマナー等をしつけ
・最適な教育環境を整えた安心・安全 ・自分の目標実現に立ち向かう気力 いる授業 ・生徒に寄り添い、最後まで面倒をみる相談的な教師 指導する家庭
な学校 を持ち続ける生徒 ＜粘り強く＞ ・家族の一員として役割と責任を持たせ、自立心を育てる

・生徒・家庭・地域とともに歩む学校 ・健康でたくましい身体を持つ生徒 ・学ぶ楽しさや成就感を味わわせる ・生徒、保護者、地域の人々とともに歩む教師 家庭
＜逞しく＞ ことができる授業

（１）生きる力の育成 （２）学校力の向上 （３）教師力の向上 （４）地域とともに歩む学校

経 ・校内研修の充実と若手教員育成研修の実施
・地域の特性、学校の実情を活かした教育の推進

営 ・学習指導要領 計画(PLAN) 実施（DO） 教育活動の質的充実 ・人事評価制度の効果的な運用
の ・館山市学校教育重点 人間形成の基礎を
基 施策 ・教職員個々の能力開発と力量向上

・学校経営評価、学校評議員制度の円滑な運用
本

培う教育の実現 信頼される学校づくり
◎学力向上推進コーディネーターの活用

方 ・生徒及び地域の実態 改善(ACTION） 評価（CHECK）

・学校教育目標の組織的・計画的な具現化針
・保護者や地域の期待に応える教育の推進・ふるさと学習の推進

スマイル 【経営の重点】 ＜特に重視すること＞
（明るく笑顔で） １ 心の教育・生徒指導の推進 自己肯定感を高めるための生徒の出番づくり
パワー ２ 学力向上・教科指導の充実 授業力･指導力の向上、面談活用、授業時数確保 ・信頼される学校づくり (1)生徒の自己肯定感を高める

（元気よく） ３ 体力向上の推進 教科体育・学校行事・部活動の充実 ・質のよい教育活動の推進 (2)学力向上
フットワーク ４ 生徒活動、学年・学級活動の充実 信頼関係が育ち自己肯定感が高まる教育活動の実施 ・活力ある組織運営 (3)教職員の資質向上

（迅速に） ５ 部活動の充実 精神力の強化、好ましい人間関係、部活動ガイドライン (4)多忙化解消

重視すること 校内研修の取り組み 思いやりの心と素直な心・健康でたくましい身体を持つ生徒 信頼される学校づくり

(1)生徒の自己肯定感を高める 【道徳教育の充実】 【特別活動の充実】 【開かれた学校づくり】
○どの生徒にも出番を ＜生徒の実態＞ ・道徳教育推進教師を中心とした指導体制の充実と道徳の ・学級活動や生徒会活動、学校行事、 ・学校行事、授業への保護者や地域の
○あらゆる場面で出番を ◆自己肯定感が低い 時間の充実 部活動などの集団活動の充実 方々の積極的な参加
○出番の後に肯定的評価を ◆学力の二極化 ・道徳の時間の充実（多面的･多角的に考え、人間として ・社会性や豊かな人間関係を育む多様 ・双方向の情報伝達による地域に根ざ
(2)学力向上 ◆長欠・不登校生徒の増加 の生き方についての考えを深める） な体験活動の充実 した学校づくり
○学力の二極化解消が課題＝意欲の ・豊かな体験活動による社会性の育成と人間関係づくり ・家庭や地域との連携強化 （たより、ブログ メール配信等)
二極化の解消 ・家庭や地域社会への積極的な授業公開と情報発信 ・学校評価（年２回）の実施と学校評

○意欲を引き出す工夫、「わかる授 議員会の開催（年３回）
業への工夫を 【キャリア教育の充実】 ※第２回目は拡大評議員会の開催

○授業時数の確保を（コロナ対策） 【研修主題】 ・ガイダンス機能の充実と進路相談体制の整備 ・教科指導とキャリア教育を関連づけ
(3)生徒指導の充実 自己肯定感を高める指導のあり方 ・オリンピック、パラリンピック教育の推進 ・夢や希望の源となる感動が得られる体験を重視 【安心・安全な学校づくり】
○生徒の可能性を信じ、良さを伸ば ～生徒の出番を増やす取り組みを通して～ ・定期安全点検（月１回）､学区道路等
す指導を 【生徒指導の充実】 の危険箇所点検の実施

○毅然とした対応、正統派が生き ・「生徒理解」と「教師の自己理解」を基盤とした教育の推進 ・基本的生活習慣の確立（あいさ ・防災訓練の実施（引き渡し訓練の継続、統合を念頭に置い
る指導を つ・服装・ルールの徹底） ・生徒支援委員会、生徒指導委員会、いじめ防止対策委員会の活用 た計画づくり）

(4)教職員の資質向上 ◇生徒会活動、学級活動を軸とした生徒 ・生徒指導主任を中心とした、共通理解事項の発信とその実践 ・H-QUや心の健康ﾁｪｯｸﾘｽﾄの活用 ・各関係機関との連携強化
○我が身を振り返り「教職員も勉強」 の出番を重視した取り組み
○仕事の確実な遂行と組織対応 ・適切な評価とアドバイス 【体育・健康・安全教育の充実】 【教職員の力量アップ】
(5)多忙化解消 ・「認める、褒める、励ます」 ・保健体育授業、学校行事、運動部活動の充実による体力向上 ・健康管理と保健教育及び計画的 ・校内研修、若手教職員に対するOJTの
○「やった方が良いこと」の中か ◇基礎的・基本的な知識・技能の習得 継続的・組織的な食育指導の充実 ・危険の予知・予測、自他の命を大切にする安全教育の推進 充実と若手教員研修会の実施（年間６回）
ら削減項目を見出す ◇下位生徒に配慮した授業展開 ・積極的な授業公開、授業錬磨の開催

○スクラップ＆ビルド 選択と集中 ・教材教具の視覚化（電子黒板・絵図等） 【特別支援教育の充実】 ・学力向上推進コーディネーターの活
(6)統合、閉校に向けたｽﾑｰｽﾞな接続 ・ステップアップデー（年間５回） ・校内特別支援教育担当者会議の実施 用
○３年生は有終の美を、１･２年生 ・家庭学習を重視した学習習慣の確立 ・特別支援コーディネーターを中心とした校内体制の充実 ・働きやすい職場環境の構築
は素晴らしい統合校を作る ◇学力向上推進コーディネーターの活用 （校務の焦点化と効率化、休暇取得の推進、規律遵守、不祥事根絶）

○課題を焦点化し、効率よく進める


